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　本仕様書は、北茂安浄水場中央監視制御設備更新工事に適用し、工事全般に関す

る特記事項を記載するものである。

　本工事は、法令・その他特別に定めるものを除き、本特記仕様書、設計図書なら

びに該当工事監督員（以下「監督員」とする）の指示に従い、誠実に定められた期

間内に施工するものである。

　なお、仕様等については別記の各章の記載事項に準拠した内容で忠実に施工する

ものとする。

２．規格・基準・法令等の準拠

　請負者は、仕様書に記載した事項のほか下記の関係法令に従い、誠実に完全な施

工をすること。

　（１）　日本産業規格(ＪＩＳ)

　（２）　日本水道協会規格(ＪＷＷＡ)

　（３）　電気規格調査会標準規格(ＪＥＣ)

　（４）　日本電機工業会標準規格(ＪＥＭ)

　（５）　日本電線工業会標準規格(ＪＣＳ)

　（６）　日本照明器具工業会標準規格(ＪＩＣ)

　（７）　電池工業会規格(ＳＢＡ)

　（８）　経済産業省電気設備技術基準

 　（９）　日本電気協会内線規定

　（１０）日本電信電話株式会社技術基準

　（１１）消防法

　（１２）道路交通法

　（１３）騒音規制法

　（１４）労働基準法

　（１５）佐賀県条例、規則

　（１６）その他関連法令条例および規格

３．工事の下請負

　（１）請負者は、下請負に付すときは、次の各号に掲げる要件をすべて満たさな

　　　　ければならない。

１） 請負者が、工事の施工につき総合的に企画、指導及び調整するものである

こと。

２） 下請負者が佐賀東部水道企業団の工事指名競争入札参加資格者である場合

には、指名停止期間中でないこと。

１．概　　要

第１章　総　　則

第１節　一般事項



３） 下請負者が当該下請工事の施工能力を有すること。

　（２）発注者は、前項の要件を満たす約款第７条に規定する下請負に係る通知が

　　　　その他の理由により不適当と認めたときは、承諾しないものとする。

　（３）請負者は、不必要な重層下請けをさせないように下請負者を指導しなけれ

　　　　ばならない。

　（４）請負者は、下請負に付すときは、工事の開始に先立って昭和５２年４月２

　　　　６日中央建設審議会が勧告した建設工事標準下請契約約款又は同契約約款

　　　　に準拠した内容をもつ下請契約書により、下請契約を締結しなければなら

　　　　ない。

　（５）請負者は、下請負者が再下請負に付すときは、前項に規定する下請契約書

　　　　により下請契約を締結するよう指導しなければならない。

４．工事の中止

　計画の変更、工事中の検査、関連工事との取り合い、あるいは請負者が監督員の

指示に従わないとき、または請負者に工事遂行能力がないと認めた場合、この工事

の一部または全部について工事の中止を命ずることができる。この行為が請負者の

責に基づく場合は、監督員はその責は負わない。

　監督員は必要である場合、設計変更を行う。ただし、軽微な変更については協議

の上決定する。

５．申請及び手続き

　請負者は法令で定められた関係諸官公庁への報告・届出・認可許可申請等の手続

一切を代行するものとする。この際、官公庁より所定の指示があった場合は速やか

に監督員に報告の上、承認を得てから実施すること。これらに要する費用は、すべ

て本工事に含まれるものとする。

６．施工管理

　工事に先立ち請負者は、発注者の定める様式により、指定期日までに次の書類を

提出しなければならない。

　（１）請負者は、契約後、監督員指定日以内に必要な手続きを履行するとともに

　　　　次の書類を提出し監督員の承認を得ること。

１） 工事着工届 ２） 現場代理人届

３） 工事工程表 ４） 主任技術者または、管理技術者届

５） 工事費内訳明細書

　（２）資格を必要とする作業は、それぞれ有資格者で施工しなければならない。

　（３）請負者は、監督員の指示に従い、次の記録報告を行うこと。

１） 就業労働者数報告 ２） 出来高報告

３） 施工体制台帳 ４） 使用機器報告

５） その他必要なもの



　（４）請負者は工事の施工にあたって付近の居住者に迷惑のかからぬよう公害の

　　　　防止に努めなければならない。

　（５）現場代理人は工事中、監督員の監督を受け施工管理、材料、機器の保管な

　　　　らびに現場従業員の保安面や取締りに専念すること。また万一事故等発生

　　　　時の処理にあたっては即決権を有すること。

　（６）一旦、承認された現場代理人および現場作業員といえども監督員が不適当

　　　　と認めた場合、請負者は直ちに適任者と交替させるものとする。

　（７）請負者は、工事の進捗に伴い監督員の指示に従い工事日報を提出する。ま

　　　　た、作業者への保安指示事項を日報に記載すること。

　（８）請負者は、施工にあたって関連業者との連絡を密にし、工事の進捗を図る

　　　　とともに、工事限界部分については相互に協力し、全体としては欠陥のな

　　　　い設備とすること。

　（９）工事現場には、見やすい場所に工事件名・工事箇所・工事期間・請負者名

　　　　の名称等を記載した工事標識を設置しなければならない。

　（１０）請負者は、保安施設基準による設備・標識を設けなければならない。

　（１１）請負者は、機器製作中、及び製作後、叉現場工事開始から完了までの過

　　　　　程を随時、デジタルカメラにて写真(カラー)撮影し、整理した上で、１

　　　　　部提出すること。特に隠蔽部分は指示無くとも撮影しアルバム及び電子

　　　　　データとして竣工時に提出のこと。

　（１２）撤去工事により撤去する機器・器材の処理方法について、監督員の指示

　　　　　する北茂安浄水場内指定場所まで運搬し安置すること。またその他の廃

　　　　　棄物については、適切にこれを処理すること。

７．保安および衛生管理

　（１）請負者は、工事の施工にあたって常に細心の注意を払い労働安全衛生法を

　　　　厳守し、公衆及び従業員の安全を図らなければならない。

　（２）工事中は所要の人員を配し、現場内の整理整頓および保安に努めなければ

　　　　ならない。

　（３）重要な工作物に近接して工事を施工する場合、あらかじめ保安上必要な処

　　　　置、緊急時の応急処置および連絡方法等について監督員と協議し、これを

　　　　厳守しなければならない。

　（４）危険物を使用する場合は、保管および取扱について関連法令の定めるとこ

　　　　ろに従い万全の方策を講じなければならない。また、塗料などの揮発性物

　　　　質を使用する場合には、その成分等が分かる資料を添付しなければならな

　　　　い。

　（５）工事現場への一般の立入り、または試験時等、関係者以外の者の出入りを

　　　　禁止する必要がある場合は、監督員の承諾を得て、その区域へ適当な柵を

　　　　設けるとともに、立入禁止の標示をしなければならない。

　（６）豪雨および台風時等、出水他被害の恐れがある場合は、請負者は昼夜の別

　　　　なく所要の人員を現場に待機させるとともに応急処置に対する準備をしな



　　　　ければならない。

　（７）工事現場の秩序を保つとともに、火災、盗難等の事故防止に必要な処置を

　　　　講じなければならない。

８．仮設物

　（１）この工事に必要な仮設物(詰所、機材置場、工作物、便所等)はすべて請負

　　　　者の責任において準備する。

　（２）場内に仮設物を設ける場合、監督員の許可を受け、指示に従い処置をする

　　　　こと。

　（３）この工事に関する電気、用水、電話の各設備は、原則として請負者で用意

　　　　し、料金を含めて自ら負担するものとする。

９．検査

　検査は、監督員立会のもとで次の種類とするが、これに要する費用はすべて請負

者の負担とする。

　（１）工場検査

　　　　　この工事に使用する主要な機器、材料については製作完了時、該当工場

　　　　において監督員の立会い検査を行う。

　　　　　工場検査を行う場合は、検査実施の３０日前に検査依頼書を監督員に提

　　　　出し、詳細打合せをするものとする。

　（２）施工検査

　　　　　特記仕様書あるいは、あらかじめ監督員の指示した箇所など、工事段階

　　　　の区切等には監督員の検査を受けなければ次の作業を進めてはならない。

　（３）竣工検査

１） 工事完了にあたっては、関係官公庁の検査および監督員の立会の上で下記

の試験および検査を行う竣工検査を受けるものとし、検査合格をもって受

け渡し完了とする。

①構造検査 ②絶縁抵抗測定

③絶縁耐力試験 ④配線検査

⑤シーケンス試験 ⑥接地抵抗測定

⑦動作試験

前記、①～⑦の各試験後下記の順序により各装置の動作試験ならびに調整

を行う。

〈電気設備関係〉 ・引込関係の操作試験

・現場盤による動作、操作試験

・各種計装計器類の動作、操作試験

・テレメータ装置の動作試験

・中央監視制御装置の動作、操作確認

・総合組合せ試験

２） 竣工検査を受ける場合は、当該地域を清掃整理し、監督員に竣工届を提出



する。

３） 竣工検査を受けるにあたっては、竣工図面を監督員に提出すること。

　（４）中間検査

１） 工事完了後では検査できない部分においては、中間時に監督員の検査を受

けるものとする。

１０．提出書類

　本工事において、請負者は下記の工事関係書類を提出する。

　なお、これらに要する費用はすべて請負者の負担とする。

 　（１）提出書類

　　　　請負者は、別に定める様式により以下の書類を提出しなければならない。

提出時期 番 部数 備考

１ ２ 資格証明書

２ ２

３ ２

４ ２

５ ２

６ ２

７ ２

８ ２

９ ２

１０ ２

１１ ２

１２ １

１３ ２

１４ ２

１５ ２

１６ ２

１７ １

１８ ２

１９ １式

２０ １式

２１ ２

２２ １式

２３ １

２４ ２

２５ ２

着工時

工事中

引渡書 〃

工事工程表

現場代理人届

経歴書

契約後５日以内

〃

〃

〃

〃

〃

〃

職務分担届 契約後１０日以内

書類名称 提出期日

契約後２０日以内

〃

そのつど

〃

〃

そのつど

〃

〃

事故発生報告書

下請負者承諾願

主要機器製作業者届

完成時

各種原図

各種試験成績表

機器材料搬入検査願簿

緊急連絡先届

工事日報

施工計画書

実施工程表

施工設計図の承諾願

工事打合せ議事録

検査試験成績表

完成払請求書

竣工図(永久保存版)

製品(工場)検査願

そのつど

そのつど

各種完成図書

工事記録写真集

工事完成届

その他

検査完了後速やかに

〃

〃

〃

〃

監督検査確認申請書の
提出前まで



　（２）本工事に関連する既設完成図書の不要な部分は削除し、再編集を行うこと。

　（３）その他として、中央監視制御設備リニューアルに伴い、北茂安浄水場の見

　　　　学者向けのＰＲビデオの作成を行い、これを提出するものとする。

　（４）その他として、中央監視制御設備のシステムについて見学者向けのパンフレ

　　　　ットの作成を行い、これを提出するものとする。

　（５）請負者は、別に定める様式により以下の書類を提出しなければならない。

　　　完成図書　・・・　黒表紙金文字製本ファイル綴じ式(メディア収納ケース付)

　　　竣工図

　　　工事写真

　　　ＣＤ‐Ｒ　・・・　２部上記データ収納

　　　ＵＳＢメモリ（セキュリティ付）　・・・　２部上記データ収納

　　　※竣工図のデータは、ＰＤＦ及びＣＡＤ（Ｊｗ－ｃａｄ）

１１．建物、道路等の損傷に対する補修

　この工事の施工に関し、建物、道路等を損傷した場合、監督員の指示に従い、完全

に修理するものとする。

１２．保証期間

　本工事の保証期間は、受渡し完了後２年とし、引渡し時に点検を行うものとする。

　ただし、水質プロセス計器及び気象計器等の毎年点検が必要と考えられるものは設置後１年

が経過する時に点検を実施する。

　万一、保証期間内に請負者の責任に帰すべき原因による事故が発生した場合には、

請負者は無償にて直ちに監督員の指示する期間内に改造、補修または新品と取り替え

るものとする。

　有償保証期間は、本設備が稼動する限り、主要機器の保守部品の供給が行えるこ

と。

１３．撤去,移設工事に伴う補修について

　既設設備の撤去に伴い破損した壁・床等は補修を施し、復旧を行うものとする。

１４．保守用品について

　点検時に必要となる保守用工具等を納品すること。

１５．機器製作業者の選定について

　機器製作業者の選定にあたっては、原則構成団体の業者を優先的に使用するよう

努めること。下請負者が当該下請け工事の施工及び機器製作(工事、設計、製作が一

体となった製品保証が出来る会社であること。)の実績を有すること。

１６．下請業者の選定について

　下請契約を締結する場合には、原則当該契約の相手方を構成団体内に本店（建設



業法（昭和２４年法律第１００号)に規定する主たる営業所を含む。)を有するもの

の中から選定するよう努めること。

１７．工事材料の調達

　工事は材料に係る納入契約を締結する場合には、原則当該契約の相手方は構成団

体内に本店を有する者の中から選定するとともに、工事に使用する材料については

地場産業の活性化を図るため県内で生産または製造されたものを積極的に使用する

よう努めること。

１８．保菌検査について

　浄水場に正規入門しようとする請負者は、医療機関等において、水道法（昭和３

２年法律第１７７号）第２１条に定める消化器系伝染病病原体（サルモネラ菌、Ｏ

１５７、赤痢菌、腸チフス菌、パラチフス菌）の保菌検査をおこない、その医療機

関等の発行する成績書（以下「検便検査成績書」という。）を監督員に提出しなけ

ればならない。

　また、保菌検査は、概ね６ヶ月毎に診断結果を提出するものとする。

　なお、監督員は、消化器系伝染病が発生し、または発生の恐れ場ある場合、入門

者に臨時に保菌検査を命じることができる。

１９．保管の義務

　請負者は、設計図書、仕様書に記載されていなくても、法規上、施行上または目

的とする機能のために当然必要を認められるものについては、施行すること。

２０．就業時間

　工事施工の就業時間については、予め監督員と協議しなければならない。

２１．他工事との協調

　工事現場付近で他工事が施工されているときは、互いに協調して円滑な施工を計

らなくてはならない。

２２．機器共通仕様

　盤類

　（１）外観

１） 盤の寸法は、承諾図において決定する。なお、列盤は，原則として形状・

寸法を統一する。なお、高圧盤周りには、絶縁シートを敷設すること。

２） 盤の正面・背面および側面板には、止めビス等が出ない構造とする。ただ

し、やむをえない場合には、監督員に承諾を得ること。

　（２）構造

１） 盤の保護構造は、屋内盤：ＩＰ２Ｘ、屋外盤：ＩＰ３３Ｗ以上とする。



２） 弁室内の現場盤については、屋外仕様とする。

３） 屋内（ＳＳ）板厚

本体、内部パネル ｔ＝２．３ｍｍ 扉、その他ｔ＝３．２ｍｍ以上とする。

ただし、扉については折り曲げ加工が困難な構造の場合は、監督員と協議

を行うものとする。

屋外（ＳＵＳ）板厚

本体、内部パネル、チャンネルベース含むｔ＝３．０ｍｍ以上　扉、その

他ｔ＝２．０ｍｍ以上とする。

４） 防塵を考慮し，扉と筐体接合部にはパッキンを設ける。ただし、環境の良

好な場所に設置する監視盤等は除く。

５） 盤内収納機器の温度が最高許容温度を超えるおそれがある場合は、自然も

しくは強制換気（通風口および排出口には防虫網等、吸込口にはフィルタ

(スポンジタイプ不可)等）を清掃が容易に行える箇所に設け、温度条件範

囲内に保つ構造とする。また、換気孔のフィルタ取付枠は、フィルタ交換

が容易に行なえる構造とし、締付ける場合は蝶ボルトを用いる。

６） 扉を開いた状態において、充電部に直接触れない構造または２４Ｖ以下で

危険がないものを除き、盤面取付機器の裏面および盤内取付機器の接続端

子の充電部の露出部分（手を伸ばして容易に届く範囲，ただし仕切り板よ

り盤内部は除く。）は、絶縁体保護カバー、機器本体端子カバー、キャッ

プ等で感電防止および破損防止対策を施す。

７） 引出形の遮断器、開閉器等を使用する場合は、引出し用ガイドレールおよ

びストッパを設ける。

８） 屋外盤の屋根は、直射日光による盤内温度上昇を考慮した構造とする。電

子機器を収納する場合は、さらに温度上昇を検討して対策を講じた構造と

する 。

９） 屋外盤の監視窓は、網入りガラスとし、扉を開けずに盤内取付の計器、集

合表示灯，運転停止ランプ等を監視できる大きさとする。

　（３）盤内機器、配線

１） タイマー等維持管理で調節をする機器は、操作しやすい位置に設置し、設

定値リストをカードホルダーに収納し、盤内の視認しやすい位置に貼付す

る。

２） 補助継電器、タイマー等のデバイス銘板等は、部品交換等によって消滅し

ない位置に取付ける。

３） 扉裏面には、補助継電器等の器具類を取付けてはならない。ただし、機能

増設等でやむを得ない場合で、機能に支障がない場合は、この限りでない。

４） ３００Ｖを超える電圧計およびすべての電流計には変成器を設ける。

５） 盤内配線の被覆色は、ＡＣ１００Ｖを黄色、ＤＣ１００Ｖを赤色、ＤＣ２

４Ｖを青色及び接地線は緑色を原則とする。

６） 盤内照明は、ＬＥＤランプとする。



７） 運転停止、開閉、入切等のCS操作スイッチ類については、誤作動防止のた

め「引いて操作」の二挙動の操作機器とする。

８） 非常停止ボタンには、誤作動防止のため、引きボタンとする。

９） 必要な箇所には、雷対策を適切に行うこと。

　（４）扉

１） 扉の端は、コまたはＬ字形折曲げ加工とする。

２） 扉は、把手を備え、その開閉を頻繁に行っても容易に破損するおそれのな

いものとし、鍵はタキゲン製ＴＡＫ６０を使用する。

３） 蝶番は、ドアが片下がりしないよう十分な強度を有し、外面に出ない構造

とする。

４） 扉把手ツメ当り面およびロット当り面には、塗装面にキズがつかないよう

な処置（筺体側にステンレス板取付またはツメ・ロットに防護キャップ取

付など。）を施すこと。ただし、コントロールセンタは除く。

５） 自立盤および屋外現場操作盤の扉には、ドアストッパ(スライド式)を取付

ける。ただし，コントロールセンタのユニット扉は除く。ドアストッパ及

びスライドレールは無塗装のＳＵＳ製とし、その固定具等もＳＵＳ製とす

る。

６） 盤幅が１０００ｍｍを超える場合は、両開きとする。

　（５）名称銘板、製造銘板、工事銘板

１） 盤には、製造年月、製造番号および製造者名等を記載した製造銘板ならび

に工事件名（ただし、別施設に設置する盤以外は施設名を除く。）工事完

成年月、受注者名等を記載した工事銘板（機能増設工事を含む。）を扉裏

面下部等に取り付ける。なお、銘板の材質は、機能増設工事を除き原則と

して合成樹脂製とする。

２） 高圧閉鎖配電盤等の盤内に据付ける変圧器、コンデンサ、リアクトル、Ｃ

Ｔ等の主要機器で銘板が見難くなるものは、盤内の見やすい箇所に副銘板

を取付ける。

３） 運転停止、開閉、入切等のＣＳ操作スイッチ類については、「引いて運転」

「引いて停止」の銘板を取付ける。

４） 非常停止ボタンには、誤作動防止のため赤文字の銘板を取付ける。

　（６）塗装及び仕上げ

１） 屋内盤

　盤表面、盤内面、内部パネル及びチャンネルベース等含め総て、ポリウ

レタン樹脂塗装（半つや仕上げ）以上の耐環境性を有する塗装とする。ま

たハンドル把手及びロッド及びその固定具は、ＳＵＳ製とし無塗装とする。

２） 　屋外盤および環境条件の悪い場所に設置する盤盤表面、盤内面、内部パ

ネル及びチャンネルベース等含め総て、ポリウレタン樹脂塗装（全つや仕



上げ）とする。またハンドル把手及びロッド及びその固定具はＳＵＳ製と

し、無塗装とする。

３） 塗装色

　屋内盤および屋外盤：指定の無い場合は　５Ｙ７／１　とする。取付計

器類枠、ＣＯＳ・ＣＳ用ハンドル類：指定の無い場合はＮ１．５とする。

４） 塗装膜厚

屋内盤（内外面）：４０μｍ以上

屋外及び屋内の設置環境が悪い場所：外面１００μｍ、内面５０μｍ以上

２３．プルボックス

　（１）取り付けるプルボックスは、ステンレス製とし、本体と蓋の間には吸湿性

　　　　が少なく、かつ劣化しにくいパッキンを設けた防水形とする。また、腐食

　　　　進行の著しい場所では、重防食塗装を施すものとする。

　（２）プルボックスの下面には、水抜き穴を設け、蓋の止めネジは，ステンレス

　　　　製とする。

　（３）ステンレス製プルボックスの板厚は、１．２ｍｍ以上とし、長辺が６００

　　　　ｍｍを超えるものには、一組以上の電線支持物の受金物を設け、内部には、

　　　　接地端子座による接地端子を設ける。

２４．その他

　（１）機器、配線・配管、鋼製加工品等のスクラップや有価物については、請負

　　　　者にて売却処分すること。

　（２）ポンプ室のケーブル布設は、ケーブルラックを使用するものとし、床ピッ

　　　　トへの布設は行わないこと。



　本工事は、監視設備及び計装設備の電気設備更新工事を行うものである。

　主な設置機器として、中央監視設備、コントローラ盤、テレメータ盤とし、設置

機器と既設機器間に接続する動力・制御・計装ケーブルは全て更新を行うものとす

る。

２．竣工期限

　本工事の竣工期限は、以下の通り。

　令和１０年３月１０日

３．工事場所

　佐賀県三養基郡みやき町大字江口地内　他

第２章　工 事 概 要

第１節　一般事項

１．概　　要



１．一般性能仕様

　（１）監視装置（ＬＣＤ）

　　　　快適な操作環境を有し、誤動作がなく正確な監視・操作が可能なこと。

　　　　中央操作室で運転監視が可能なこととし、バックアップ機能を有すること。

１） 機器操作はＬＣＤからシンボルを選択し、起動／停止、入／切、開／閉、

制御設定値変更等全ての操作を行う。

２） 企業団にて制御プログラムの変更、追加が容易なこと。

※ 電源不調の対策として電源の二重化を行うものとする。

※ 将来の拡張及びクラウド導入にも対応できるものとする。

　（２）サーバ

　　　　浄水場運転管理に必要なデータを基本１５年以上とし，本体容量が不足す

　　　　る場合にはデータを保存できるように外部保存機器を準備すること。

　（３）現場コントローラ

　　　　運転管理及び危機管理の面から最適な系統で分割とし、最適な場所に設置

　　　　すること。また、バックアップ機能及び電源２重化を有すること。

　（４）制御ＬＡＮ，情報ＬＡＮ

　　　　雷サージ対策として必要に応じ、光ファイバーケーブル等を使用し、高速

　　　　で確実な伝送が可能であること。デバイスレベルの通信規格は、統一され

　　　　た規格を採用し、コントローラーについては、各種規格に対応可能である

　　　　こと。

　（５）遠方監視制御装置

　　　　方式については既設と同等の集中監視・分散制御方式とし、既設の各設備

　　　　とＶＰＮ接続できるものとする。ただし、拡張性、経済性を考慮し、将来

　　　　的にクラウド導入が可能なものとする。

　（６）無停電電源装置

        主要機器の停電補償時間は、３０分以上とし、安定的でメンテナンスに優

　　　　れていること。

　（７）統計情報処理設備

　　　　各種データの保存、出力、修正及び統計、解析、帳票等が行えること。

　　　　また，情報系ＬＡＮで検索可能であること。　

第２節　一般性能仕様及び更新手順



　　　　なお、帳票データの保存期間は１５年間とし、本体容量が不足する場合に

　　　　備え外部保存機器を準備すること。

　　　　本庁、三養基営業所、基山浄水場で各種帳票が出力出来ること。

　（８）Ｗｅｂ監視装置

　　　　情報処理系において、セキュリティ対策を十分に行い、Ｗｅｂ監視により

　　　　中央操作室以外の場内や本庁、三養基営業所、基山浄水場で北茂安系及び

　　　　基山系の運用状態監視が行えること。

　（９）場内外監視設備（セキュリティ設備）

　　　　監視カメラによって正門前、送水棟地下1階、取水棟地下1階、場外（白壁

　　　　ポンプ場地下１階、中原調整池地下１階、西渕流量監視局）の監視、記録

　　　　を行うとともに、監視モニタ、大型モニターにて24時間の監視が行えるこ

　　　　と。

　（１０）空調設備

　　　　省エネルギーを考慮した設備とし、ブラウザで集中管理が行えること。

　（１１）照明設備

　　　　省エネルギーを考慮した設備とし、照度調整が行えること。

　（１２）水質監視

　　　　原水、沈殿水、ろ過水水質の監視強化（UV、油、濁度、微粒子）及び送水

　　　　水質及びそれらを用いて薬品注入支援が行えること。

　（１３）制御概要

　　　　制御ソフトウェアについては、下記の通りであること。

・人為的なミスを防ぎ，効率かつ最適な機器の運転機能を有すること。

・全ての機能は，安全を最優先すること。

・運転員に適切な運転支援を行うこと。

・マンマシンインターフェイスに優れていること。

１） 需要予測

　既設需要予測と同等レベル以上のものとし、北茂安浄水場系の送水ポン

プ井、白壁中継ポンプ場、中原調整池の容量（水位）を利用した単位一日

分の需要予測を行う。また、長期需要予測も行いＬＣＤに表示する。

　なお、短期需要予測では、下記の負荷の運転工程の制御を決定するものとする。

①取水ポンプ（台数制御）

②取水流量調節弁（流量制御）

③取水ポンプインバータ制御（流量制御）

④送水ポンプ（台数制御）



⑤白壁中継ポンプ制御（台数制御）

⑥その他（排水返送ポンプ、雨水ポンプ等）

　また、現在の契約電力量設定機能を踏襲し、パターンごとの契約電力量

をカレンダーに登録できること、原単位の改善を図るとともに、電力デマ

ンドを考慮した制御とする。

２） 取水流量制御

　既設と同等レベル以上の制御とし、需要予測の運転パターンに基づき、

Ｎｏ１～４取水ポンプの台数制御、流量調節制御（原水流量調節弁）、取

水ポンプインバータ制御（流量制御）を行う。排水返送流量及び雨水流量

などの返送水がある場合は、水量の調整を行う。また、本浄水場の取水量

データは場外テレメータ盤を通して水資源機構（筑後局）へ送るものとす

る。

３） 沈でん池汚泥搔寄機制御

①沈でん池汚泥掻寄機において、正転及び逆転を１サイクルとし、運転順

　序、搔寄回数、間隔等が設定できるものとする。

②汚泥量が多く、運転リミット及び停止リミットから掻寄機が離れても、

　必ず自動で運転できるよう制御する。

４） 沈でん池排泥制御

①沈でん池汚泥掻寄機の各車上機と連動し、正転終了時にＡ排泥弁または

　Ｂ排泥弁を各々開くよう制御する。

②排泥時間等を設定できるものとする。

５） ろ過池制御（ろ過、洗浄、休止等）

　Ｎｏ１～Ｎｏ１６のろ過、洗浄、休止等を管理し、安全で経済的なろ過

設備の監視制御を行う。また、各ろ過池に設置する水位計を用いて浄水処

理水量を考慮した洗浄スケジュール機能を有すること。

２系統化するエゼクター給水弁に対応すること。

６） ＰＡＣ注入制御

　ろ過水濁度を目標に、最適注入率を算出し、制御する。

　フロックの凝集状態を画像解析し、適正注入を支援するものとする。

　注入点での注入量の確認ができるものとする。

７） 苛性注入制御

　設定された目標値になる注入率を算出し、前、後の苛性注入を目標に制

御する。

①前苛性注入制御



　　　最適な凝集沈でん、ろ過ができるように原水または着水アルカリ度

　　　をもとにフロックアルカリ度を目標として前苛性注入率を算出し、

　　　制御する。

②後苛性注入制御

　　　後苛性注入率を算出し、浄水PHを目標に制御する。

８） 硫酸注入制御

　中央監視制御装置にて２系統の注入配管ライン及びポンプを一括切替で

きるものとする。

　接触池ｐＨ値を目標に制御する。また、原水ｐＨ値を目標に対して注入

制御の運転停止機能を追加する。

９） 次亜塩素注入制御

　中原調整池残留塩素目標値をもとに送水残塩目標値を算出して、フロッ

ク水残塩、沈でん水残塩、ろ過水残塩、浄水残塩、送水残塩等を制御する

ことにより、中原調整池残留塩素を目標に制御する。

①前々次亜塩素注入制御

　　　アンモニア態窒素計の測定値に対して比例注入できるものとする。

②前次亜塩素注入制御

　　　１系、２系の前次亜注入率を算出し、フロック水残塩を目標に制御

　　　する。

③中次亜塩素注入制御

　　　日射補正を考慮して中次亜注入率を算出し、沈でん水またはろ過水

　　　残塩を目標に制御する。

④後次亜塩素注入制御

　　　後次亜注入率を算出し、浄水又は送水残塩を目標に制御する。

１０） 活性炭注入制御

　原水水質及び処理水によって、目標注入率を算出し制御する。

　注入制御のファクターとして原水ＵＶ及びろ過ＴＯＣを考慮した制御と

する。

１１） 受配電制御（北茂安浄水場・白壁中継ポンプ場）

①受電の停電、復電を管理し、必要に応じ自家発の起動、停止を行う。

②受電と自家発との切替に必要な遮断器の入り切りを行う。

③自家発運転時は発電容量にあったポンプの自動運転台数を制御する。

④白壁中継ポンプ場非常用発電機が運転中において商用側が復電した

　場合、中央操作室より遠隔操作による復電処理が行えること。

⑤北茂安浄水場と白壁中継ポンプ場のポンプ制御などの各制御との連

　携を図る。



⑥電気エネルギーのデータ管理が行えること。

１２） デマンド監視（制御）（北茂安浄水場・白壁中継ポンプ場）

①時間帯別調整契約等による最大電力の監視を行い、警報を発す。

②設定された機器類（雨水、送泥、排水返送ポンプ等）の自動運転台数を

　制限し、デマンド値を超えない負荷制御を行う。

１３） ＳＣ制御（力率）

　各ＳＣを入り切りし、力率を最適に制御する。

北茂安浄水場

①Ｎｏ１ＳＣ：３８.３ＫＶＡ

②Ｎｏ２ＳＣ：７９.８ＫＶＡ

③Ｎｏ３ＳＣ：１６０ＫＶＡ

④Ｎｏ４ＳＣ：３１９ＫＶＡ

白壁中継ポンプ場

①Ｎｏ１ＳＣ：１２.８ＫＶＡ

②Ｎｏ２ＳＣ：２５.５ＫＶＡ

１４） 排水返送流量制御

　取水流量より目標値を算出し、No.1～No.3排水返送ポンプの台数制御、

排水返送流調弁制御を行い、目標に制御する。

１５） 一括運転停止

　浄水場～ポンプ場の処理を一括して運転又は停止するもので、取水ポン

プから順次、運転又は停止の指令確認を行いながら制御する。

対象とする機器は下記とする。

・取水ポンプ

・排水返送ポンプ

・雨水ポンプ

・フラッシュミキサー

・フロキュレーター

・薬注設備

・送水ポンプ

・白壁中継ポンプ

・送泥ポンプ

なお、雨水ポンプ、送泥ポンプは今回機能増設し、中央ＬＣＤ操作にてピ

ンボード選択で自動２台運転を可能とすること。

１６） 送水流量制御

　既設と同等レベル以上の制御とし、需要予測運転パターンに基づき、



Ｎｏ１～Ｎｏ４送水ポンプの台数制御を行う。

１７） 補給水流量制御

　ろ過池洗浄時に、補給水減圧弁によって目標に制御する。

　中央操作で系統の切替を可能とする。

１８） 表洗流量制御

　ろ過池洗浄時に表洗流量を表洗流調弁によって目標に制御する。

　中央操作で系統の切替を可能とする。

１９） 帳票、統計

　全てのデータはそれぞれ整理し、多様なデータに変換して、情報系ＬＡ

Ｎにより検索が行えること。

２０） カレンダー自動修正

　システム全体の時刻を管理し的確に刻むとともに、自動修正が行えるこ

と。

２１） 白壁流量制御

　既設と同等レベル以上の制御とし、需要予測運転パターンに基づき、

Ｎｏ１～Ｎｏ４送水ポンプの台数制御を行う。

　（１４）その他

　　　　各施設、機器の警報は、場外設備を含め全て中央監視制御装置に取り込み、

　　　　一括出力ではなく、個別に故障等の異常警報が発報、表示されるものとす

　　　　る。（第３～９章各設備）

　　　　システム導入時に、操作方法についての研修を行うこととする。

２．基本更新手順

　更新丁事の手順を下記に示す。

　（１）機器設置（現場、中央）

　（２）ソフトウエア導入

　（３）ソフトウエアテスト完了

　（４）監視システムテスト完了

　（５）各設備ごとに切替、調整を行う。

　作業による設備停止・監現不可の時間は、できる限り短時間とする。

　可能な限り既設盤等を利用して，停電時間を減らすこと。

　また、更新手順は、浄水処理に支障をきたさないものとし、必要に応じて監督員

　と協議すること。



　本工事は、受変電設備の機能増設を行うものである。

１．工事範囲

　本工事の工事範囲は次の通りとする。

　（１）第３節に記載の機器間の配線配管工事

　（２）上記に伴う諸工事

１．設備機器

　本工事に含まれる機器は次の通りとする。

　（１）既設Ｎｏ１本館動力主幹盤　機能増設 １式

　（２）既設電源分岐盤　機能増設 １式

　（３）各機器故障取込　機能増設 １式

　機器仕様は以下の通りとする。

　（１）Ｎｏ１本館動力主幹盤　機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：ＣＶＣＦ切替用電源のフィーダを増設する。

　　　　盤内追加機器：

１） 配線用遮断器 ３Ｐ ＭＣＣＢ ２２５ＡＦ　１台

２） 地絡過電流継電器　１台

３） 零相変流器　１台

４） 盤内配線　１式

　（２）電源分岐盤　機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：インバータ盤電源取出し口を増設する。

　　　　盤内追加機器：

１） 盤内配線　１式

第４節　機 器 仕 様

１．機器仕様

第３章　受 変 電 設 備

第１節　概　　要

１．概　　要

第２節　工 事 範 囲

第３節　設 備 機 器



　本工事は、現場操作盤の更新及び機能増設。また機械設備の更新を行うものであ

る。

１．工事範囲

　本工事の工事範囲は次の通りとする。

 　（１）遠方操作盤　機能増設１式

　（２）上記に伴う諸工事

１．設備機器

　本工事に含まれる機器は次の通りとする。

　（１）排水返送ポンプ現場盤　機能増設　 １式

　（２）送泥ポンプ現場盤　機能増設　 １式

　（３）ろ過池電動弁盤 ２面

　（４）ろ過池サンプリング弁盤 １面

　（５）床排水ポンプ ５台

　（６）付属品・予備品 １式

　（７）各機器故障取込　機能増設 １式

　機器仕様は以下の通りとする。

　（１）排水返送ポンプ現場盤　機能増設　

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：排水池水位計の水位信号を取り込み、排水返送ポンプ現場

　　　　　　　　　　　盤の既設広角指示計に表示させるものである。

　　　　対象：Ｎｏ１、２排水池水位計

　（２）送泥ポンプ現場盤　機能増設　

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：排泥池水位計の水位信号を取り込み、送泥ポンプ現場盤の

　　　　　　　　　　　既設広角指示計に表示させるものである。

第４章　運 転 操 作 設 備

第１節　概　　要

１．概　　要

第２節　工 事 範 囲

第３節　設 備 機 器

第４節　機 器 仕 様

１．機器仕様



　　　　対象：Ｎｏ１、２排泥池水位計

　（３）ろ過池電動弁盤

　　　　数　　量：２面（１系・２系）

　　　　形　　式：屋内自立形（鋼板製）

　　　　概略寸法：Ｗ８００ｍｍ×Ｄ８００ｍｍ×Ｈ２３５０ｍｍ（ベース含む）

　　　　仕　　様：盤の設置及び標準付属品（機械設備）含め本工事で行う。

　　　　盤面取付器具：

１） 名称銘板 １式

２） 故障表示窓 １式

３） 切替スイッチ １式

４） 操作切替スイッチ １式

５） 故障表示窓 １式

　　　　標準付属品：５．機械設備機器仕様に記載する。

　（４）ろ過池サンプリング弁盤

　　　　数　　量：１面

　　　　形　　式：屋内自立形（鋼板製）

　　　　概略寸法：Ｗ６００ｍｍ×Ｄ４００ｍｍ×Ｈ１６５０ｍｍ（ベース含む）

　　　　機器構成：

１） 配線用遮断器（３Ｐ ５０ＡＦ）　 ４組

２） 端子台 １式

３） 盤内補機スイッチ １式

４） 電源用アレスタ １式

５） 付属品・予備品箱　 １個

６） その他必要なもの　 １式

　（５）床排水ポンプ

　　　　数　　量：各弁室１台　クリプト用サンプリングポンプ２台

　　　　仕様及び標準付属品：５．機械設備機器仕様に記載する。

　　　　※ポンプの据付に伴う電源及び配管工事も含む

　（６）付属品・予備品

　　　　数　　量：１式

　　　　内　　訳：

１） 付属品（メーカ標準） １式

２） ヒューズ類　　 各種１００％

３） ランプ（ＬＥＤ）類 各種５％（最低１個）

４） 付属品・予備品箱 １個

５） その他必要なもの　 １式

１．急速ろ過池電動弁

第５節　機械設備機器仕様（機械設備標準品仕様）



　（１）使用目的

　　　　本弁は急速ろ過池の各種配管に設け、ろ過工程並びに洗浄工程の開閉操作

　　　　を行うものである。

　（２）仕　　様

　（３）構造概要

　　　　本弁は摩耗、腐食に耐え閉鎖時に漏れがない構造とする。

　（４）構造概要

　　　　本弁は空気又は排水配管中に設ける。

　　　　弁の操作は手動又は電動とする。

　　　　※弁の凍結防止対策を行うこと。

　（５）各部の構造

　　　　　電動、手動切替レバー付のハンドルを備え，手動操作への切替は人力に

　　　　て簡単にでき、手動操作中は電動操作ができないように電気回路を遮断す

　　　　る構造とし、電動操作への復帰は手動によるものとする。また、電動時に

　　　　は手動ハンドルは回転しない構造とする。

　　　　　電動操作機は全開、全閉リミットスイッチを設け、スペースヒーターを

　　　　内蔵すること。

　（６）使用材料

１） 弁箱 ＦＣＤ４５０又はＡＤＣ１２

２） 弁体 ＳＣＳ１３又はＳＣＳ１４

３） 弁棒 ＳＵＳ４２０Ｊ２

４） シート ＥＰＤＭ又はＮＢＲ

　　　　使用材料は同等品以上とする。

（１）形式

（２）口径 ５０Ａ ６５Ａ １００Ａ １００Ａ

（３）接続定格

（４）最高許容圧力

（５）台数 １６台 １６台 １６台 ２台

（６）使用流体 水

（７）電動機

（８）設置場所 屋内

項目
空封

トラップ
排気弁

排水
サイフォ

ン
吸気弁

排水
サイフォ

ン
破壊弁

電動式フランジレスバタフライ弁

ＪＩＳ１０Ｋ

空気及び水

０．０６ｋｗ×１φ×１００Ｖ×６０Ｈｚ

屋外

１．０ＭＰａ

エグゼク
ター

給水弁



　（７）標準付属品

１） リミットスイッチ(開・閉) ２個(１台当り)

２） スペースヒーター　　 １個(１台当り)

３） 電磁弁箱(屋内自立型) ２面／１６池

・空封トラップ給気弁　 １６台／２面

・エアフィルタ、レギュレータ １組／１面

　（８）特記事項

　　　　空封トラップ排気弁は、点検歩廊部との離隔を考慮し機器選定を行うこと。

 　　　　標準付属品は、１系・２系ろ過池電動弁盤に組み込むこと。

　　　　屋外にある空封トラップ排気弁、排水サイフォン吸気弁、排水サイフォン

　　　　破壊弁に、防寒対策を行うこと。

　　　　エグゼクター給水弁は、２台（１台増設）を中央にて切替可能とすること。

２．床排水ポンプ

　（１）使用目的

　　　　本ポンプは各弁室の床排水ピットに設け、床排水に集水された排水を揚水

　　　　するためのものである。

　（２）仕　　様

　（３）構造概要

　　　　本ポンプは、各弁室の汚水を排水するもので、水中において連続運転に耐

　　　　える堅ろうな構造とする。

　　　　ポンプは、振動や騒音が少なく、円滑に運転できるとともに、特に有害な

　　　　キャビテーション現象が発生しないような構造とする。

　（４）製作条件

項目
1号弁室 2-1号弁室 2-2号弁室 3号弁室 5号弁室

（１）形式

（２）吐出口径

（３）吐出量

（４）揚程 9.3ｍ 6.0ｍ 6.0ｍ 9.3ｍ 9.3ｍ

（５）出力 0.75ｋｗ 0.4ｋｗ 0.4ｋｗ 0.75ｋｗ 0.75ｋｗ

（６）電源

（７）台数 1台 1台 1台 1台 １台

（８）水中ケーブル 10ｍ 15ｍ 15ｍ 10ｍ 20ｍ

（９）その他

水中汚水ポンプ

φ50ｍｍ

0.1㎥／ｍｉｎ

200Ｖ×60Ｈｚ×2Ｐ

配管接続型式：据置方式



１） 流入水は、ポンプ室の床排水ピットへ集水された排水とする。

２） ポンプの運転は、閉切運転が可能であること。

　（５）各部の構造

１） ポンプに使用する電動機は、乾式水中型誘導電動機とする。

２） ケーシングは、内部圧力及び振動等に対する機械的強度並びに腐食・摩耗

を考慮した良質の鋳鉄製品とする。

３） ケーシングは分解、組立が容易な構造とする。

４） 羽根車は、良質強靭なる製品とし、固形物の混入に対し、堅ろうであるこ

と。

５） 羽根車は、極力羽数を少なくし平衡を十分とるとともに、表面を滑らかに

仕上げること。

６） 主軸は電動機軸を延長したもので、伝達トルク及び振り振動に対しても十

分な強度を有すること。

７） 軸封部には、メカニカルシールを用い運転中、停止中問わず、異物が電動

機内に侵入しないよう、中間に流動パラフィンを密封した二段構造とする。

また、シール等の取替は容易に行える構造とする。

８） 回転部質量及び水力スラストは、電動機に内装した軸受けにて支持するも

のとし、長時間の連続運転に耐え、円滑なる自己潤滑ができる構造とする

こと。

　（６）使用材料

１） ケーシング　　　ＦＣ２００以上

２） 羽根車　　　　　ＦＣ２００以上

３） 主軸　　　　　　ＳＵＳ４０３又はＳＵＳ４２０Ｊ１

　　　　使用材料は同等品以上とする。

　（７）標準付属品(１台につき)

１） 水中ケーブル（端子箱まで） １式

２） 相フランジ（ガスケット・ボルト含む） １組

３） 電極式水位計（5極） １個

４） 動力ケーブル用端子箱 １個

１．基礎工

　（１）基礎工仕様及び施工範囲

第６節　複 合 工

番号 名称 設置場所 主寸法 数量 備考

1 配管貫通部 各所 図面による １式



　（２）特記事項

　　　　詳細は、図面による。

２．鋼製加工品類

　（１）鋼製加工品仕様及び施工範囲

３．配管工

　（１）配管仕様及び施工範囲

　（２）小配管弁類仕様

　（３）特記事項

　　　　詳細は、図面による。

１．撤去機器

　（１）撤去機器リスト

第７節　撤 去 工

番号 名称 設置場所 材質 数量 備考

1 配管サポート 各必要箇所 ＳＳ４００ １式

番号
数量

（台）

１６

１６

１６

１

１式

2 １

1

撤去重量
（ｔ/台）

名称

0.0037

0.0046

0.0056

0.0056

急速ろ過池自動弁

・空封トラップ排気弁

・排水サイフォン吸気弁

・排水サイフォン破壊弁

・エグゼクター給水弁

・電磁弁箱

0.023１号弁室床排水ポンプ

番号 名称 材質
口径

（Ａ）
施工範囲 備考

屋外配管に
ついても

ＳＵＳとする

床排水管
（１・３・５
号弁室用）

1
ＳＵＳ３０

４
５０

床排水ポンプ～
既設取合

屋外配管に
ついても

ＳＵＳとする

2
床排水管

（２-１・２
号弁室用）

ＳＵＳ３０
４

５０
床排水ポンプ～
屋外Ｕ字溝上部

番号 名称 材質
口径

（Ａ）
フランジ規格 備考

1 逆止弁 ＳＵＳ５０ ５０  ＪＩＳ１０Ｋ



　（２）特記事項

　　　　詳細は、図面による。

２．撤去配管工

　（１）配管仕様及び施工範囲

　（２）特記事項

　　　　詳細は、図面による。

　　　　２-１号、２-２号弁室用床排水管の撤去は、必要箇所の埋戻を行うこと。

3 １

4 １

5 １

6 １

0.015

0.015

0.023

0.023

２-１号弁室床排水ポンプ

２-２号弁室床排水ポンプ

３号弁室床排水ポンプ

５号弁室床排水ポンプ

番号 名称 材質
口径

（Ａ）
施工範囲 備考

1
床排水管

（１・３・５
号弁室用）

ＳＧＰＷ ５０
床排水ポンプ～

既設取合

2
床排水管

（２-１・２
号弁室用）

ＨＩＶＰ ５０
床排水ポンプ～
屋外Ｕ字溝上部



　本工事は、管理本館ＣＶＣＦ装置盤及び分電盤の更新を行うものである。

１．工事範囲

　本工事の工事範囲は次の通りとする。

　（１）第３節に記載の機器製作、据付工事

　（２）第３節に記載の機器間の配線配管工事

　（３）既設盤撤去工事

　（４）既設配線配管撤去工事

　（５）上記に伴う諸工事

１．設備機器

　本工事に含まれる機器は次の通りとする。

　（１）管理本館ＣＶＣＦ装置 １式

　（２）中央電源分電盤 １面

　（３）付属品・予備品 １式

　機器仕様は以下の通りとする。

　（１）管理本館ＣＶＣＦ装置

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：屋内自立形（鋼板製）

　　　　概略寸法：Ｗ2800ｍｍ×Ｄ1000ｍｍ×Ｈ2350ｍｍ（ベース含む、３面構成）

　　　　入力電圧：３φ３Ｗ ２１０Ｖ、

　　　　出力電圧：１φ２Ｗ １０５Ｖ

　　　　構　　成：蓄電池盤（ＣＶＣＦ－０１）

　　　　　　　　　充電器盤（ＣＶＣＦ－０２）

　　　　　　　　　インバータ盤（ＣＶＣＦ－０３）

　　　　盤面取付器具：

１） 名称銘板 １式
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２） 電流計 ３台

３） 電圧計 １台

４） 同上用切替スイッチ １台

５） 故障表示窓 １式

６） ＬＣＤモニタ １式

　　　　盤内取付器具：

１） 充電器 ２００Ａ １台

２） 長寿命形MSE蓄電池 １式

３００ＡＨ/１０ＨＲ ５４セル

３） インバータ　１５ｋＶＡ １台

４） 無瞬断切換装置 １台

５） 三相変圧器 １台

６） 単相変圧器 １台

７） 配線用遮断器（３Ｐ ２２５ＡＦ） １台

８） 配線用遮断器（２Ｐ ２２５ＡＦ） ５台

９） 配線用遮断器（２Ｐ １００ＡＦ） １台

１０） 配線用遮断器（２Ｐ ５０ＡＦ） ９台

１１） 変流器 １台

１２） 補助継電器 １式

１３） 盤内灯 １式

　（２）中央電源分電盤（商用系＋ＣＶＣＦ系）

　　　　数　　量：１面

　　　　形　　式：屋内自立形（鋼板製）

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ800ｍｍ×Ｈ2350ｍｍ（ベース含む）

　　　　盤面取付器具：

１） 名称銘板 １式

　　　　盤内取付器具：

１） 配線用遮断器（２Ｐ １００ＡＦ） ２台

２） 配線用遮断器（２Ｐ ５０ＡＦ） ３４台

３） 盤内灯 １式

　（３）付属品・予備品

　　　　数　　量：１式

　　　　内　　訳：

１） 付属品（メーカ標準） １式

２） ヒューズ類 各種１００％

３） ランプ（LED）類 各種５％（最低１個）

４） 付属品・予備品箱 １個

５） その他必要なもの １式



　本工事は、計装盤、流量計、液位計、水質計器等の更新及び機能増設を行うもの

である。

１．工事範囲

　本工事の工事範囲は次の通りとする。

　（１）第３節に記載の機器製作、据付工事

　（２）第３節に記載の機器間の配線配管工事

　（３）既設盤撤去工事

　（４）既設配線配管撤去工事

　（５）上記に伴う諸工事

１．設備機器

　本工事に含まれる機器は次の通りとする。

　（１）計装変換機盤（取水ポンプ棟）機能増設 １面

　（２）ろ過池水位計 １６組

　（３）原水油膜検知器 １組

　（４）原水濁度計 １組

　（５）接触池ＰＨ計　　 １組

　（６）浄水残塩計　 １組

　（７）浄水ＰＨ計　　 １組

　（８）Ｎｏ２排水池水位計　 １組

　（９）Ｎｏ１、２排泥池水位計 ２組

 　（１０）雨水池水位計 １組

　（１１）Ｎｏ１、２雨水流量計 ２組

　（１２）風向風速計 １組

　（１３）雨量計 １組

　（１４）計装変換機盤（管理本館）機能増設 １式

　（１５）計装制御変換器盤（排水排泥池）機能増設 １式

　（１６）ＵＶ計（旧原水蛍光強度計） 機能増設　 １式

　（１７）付属品・予備品 １式
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　機器仕様は以下の通りとする。

　（１）計装変換機盤<ＭＲ１０１>（取水ポンプ棟）（機能増設）

　　　　数　　量：１面

　　　　機能増設仕様：計装機器の更新、新設に伴う機器取付及び盤内配線を行う。

　　　　盤内取付器具：

１） 変換器 １式

２） 警報設定器 １式

３） 補助継電器 １式

４）  計装電源装置 １式

５） アイソレータ １式

６） 電源用アイソレータ １式

７） 計装信号用アレスタ １式

８） 盤内灯 １式

　　　　設置場所：取水ポンプ棟電気室

　（２）ろ過池水位計

　　　　数　　量：１６組

　　　　機器仕様：　測定方式 電波式

　　　　　　　　　　測定範囲 ０～８ｍ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　　　　　　　検 出 器 １台

　　　　設置場所：ろ過池池上

　（３）原水油膜検知器

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：　測定方式 レーザー光走査反射率測定法

　　　　　　　　　　測定範囲 ０～１０ｍ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　　　　　　　検 出 器 １台

　　　　設置場所：取水棟屋外

　（４）原水濁度計

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：　測定方式 表面散乱光方式

　　　　　　　　　　測定範囲 トリプルレンジ
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０～５０／２００／２０００ｍｇ/ｌ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　　　　　　　検 出 器 １台

　　　　設置場所：取水棟地下１階

　（５）接触池ＰＨ計

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：　測定方式 ガラス電極方式

　　　　　　　　　　測定範囲 ０～１０ｐＨ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　　　　　　　検 出 器 １台

　　　　　　　　　　超音波発信器 １台

　　　　　　　　　　変 換 器 １台

　　　　　　　　　　そ の 他 超音波洗浄方式

　　　　設置場所：取水棟地下１階

　（６）浄水残塩計

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：　測定方式 ポーラログラフ法

　　　　　　　　　　測定範囲 ０～２．００ｍｇ/Ｌ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　　　　　　　検 出 器 １台

　　　　設置場所：管理本館１階水質試験室

　（７）浄水ＰＨ計

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：　測定方式 ガラス電極方式

　　　　　　　　　　測定範囲 ０～１０ｐＨ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　　　　　　　検 出 器 １台

　　　　　　　　　　超音波発信器 １台

　　　　　　　　　　変 換 器 １台

　　　　　　　　　　そ の 他 超音波洗浄方式

　　　　設置場所：管理本館１階水質試験室

　※共通事項として水質計器については、東亜ディーケーケー（株）製もしくは、

　　ＯＥＭとする。



　（８）No.２排水池水位計

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：　測定方式 電波式

　　　　　　　　　　測定範囲 ０～３ｍ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　設置場所：排水池池上

　（９）Ｎｏ１、２排泥池水位計

　　　　数　　量：２組

　　　　機器仕様：　測定方式 電波式

　　　　　　　　　　測定範囲 ０～３ｍ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　設置場所：排泥池池上

　（１０）雨水池水位計

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：　測定方式 電波式

　　　　　　　　　　測定範囲 ０～５ｍ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　設置場所：雨水池池上

　（１１）Ｎｏ１、２雨水流量計

　　　　数　　量：２組

　　　　機器仕様：　測定方式 クランプオン式

　　　　　　　　　　口　　径 φ１５０

　　　　　　　　　　測定範囲 ０～３００㎥／ｈ

　　　　　　　　　　電　　源 ＡＣ１００Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　　　　　　　変 換 器 １台

　　　　設置場所：雨水池池上

　（１２）風向風速計

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：　測定方式 （風向・風速）超音波式

（気温・湿度）白金測温抵抗体・静電容量型

（気圧）ピエゾ抵抗素子



　　　　　　　　　　測定範囲 （風向）０～３６０ °

（風速）０～６０ｍ/ｓ

（日射）０～２０００Ｗ/㎡

（気温）－４０～６０ ℃

（湿度）０～１００ ％

（気圧）８００～１１００ｈＰａ

　　　　　　　　　　電　　源 ＤＣ２４Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ＤＣ４～２０ｍＡ

　　　　設置場所：管廊屋上

　（１３）雨量計

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：　測定方式 転倒ます式

　　　　　　　　　　電　　源 ＤＣ２４Ｖ

　　　　　　　　　　出力信号 ０．５ｍｍ（パルス）

　　　　　　　　　　変 換 器 １台

　　　　設置場所：ろ過池池上

　（１４）計装変換機盤<ＭＲ３０１>（管理本館）（機能増設）

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：計装機器の更新、新設に伴う機器取付及び盤内配線を行う。

　　　　盤内取付器具：

１） アイソレータ １式

２） 電源用アレスタ １式

３） 補助継電器 １式

　　　　設置場所：管理本館１階電気室

　（１５）計装制御変換器盤<ＭＣ７>（排水排泥池）（機能増設）

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：計装機器の更新、新設に伴う機器取付及び盤内配線を行う。

　　　　盤内取付器具：

１） アイソレータ １式

２） 電源用アレスタ １式

３） 補助継電器 １式

４） 変換器 １式

５） ディストリビュータ １式

６） 警報設定器 １式

７） 電子カウンタ １式

　　　　設置場所：排水排泥池電気室



　（１６）ＵＶ計（旧蛍光強度計）　機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：ＵＶ系として登録する。

　　　　　　　　　　　レンジの変更及び帳票等も併せて変更する。

　（１７）付属品・予備品

　　　　数　　量：１式

　　　　内　　訳：

１） 付属品（メーカー標準） １式

２） ランプ（ＬＥＤ）類 各種５％（最低１個）

３） 補助リレー 各種５％（最低１個）

４） 付属品・予備品箱 １個

５） その他必要なもの １式



　本工事は、ITVカメラの新設、LCD監視装置・プロセスコントローラ・テレメータ

の更新及び、その他既設監視設備機器の機能増設を行うものである。

１．工事範囲

　本工事の工事範囲は次の通りとする。

　（１）第３節に記載の機器製作、据付工事

　（２）第３節に記載の機器間の配線配管工事

　（３）既設盤撤去工事

　（４）既設配線配管撤去工事

　（５）上記に伴う諸工事

１．設備機器

　本工事に含まれる機器は次の通りとする。

　（１）ＬＣＤ監視制御装置 １式

　（２）ＩＴＶ操作卓 １式

　（３）ＷＥＢサーバー １式

　（４）魚類監視操作卓 １式

　（５）大型モニタ １式

　（６）管理本館プロセスコントローラ盤　 ３面

　（７）場外系テレメータ盤 ３面

　（８）ＩＴＶ制御盤（管理本館）機能増設 １式

　（９）急速ろ過設備プロセスコントローラ盤 １面

　（１０）送水設備プロセスコントローラ盤　機能増設 １式

　（１１）ＩＴＶ制御盤（送水ポンプ棟）機能増設 １式

　（１２）濃縮設備伝送装置盤　機能増設 １式

　（１３）取水設備プロセスコントローラ盤 ２面

　（１４）ＩＴＶ制御盤（取水ポンプ棟）機能増設 １式

　（１５）ＩＴＶカメラ ７台

　（１６）テレメータ盤（白壁ポンプ場）機能増設 １式

　（１７）ＩＴＶ制御盤（白壁ポンプ場）機能増設 １式

　（１８）テレメータ・ＩＴＶ制御盤（中原調整池）機能増設 １式
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　（１９）ＩＴＶ制御盤（西渕流量監視局） １面

　（２０）テレメータ装置（場外子局）機能増設 １式

　（２１）ＷＥＢ監視用ＰＣ（本庁） １式

　（２２）ＷＥＢ監視用ＰＣ（三養基営業所） １式

　（２３）基山浄水場プロセスコントローラ盤　機能増設 １式

　（２４）エクステンダー １式

　（２５）付属品・予備品　 １式

　機器仕様は以下の通りとする。

　（１）ＬＣＤ監視制御装置

　　　　数　　量：１式

　　　　機器構成：

１） ＬＣＤ操作卓

　　　　形　　式：コントロールデスク形

　　　　概略寸法：Ｗ1200ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ×２組構成

　　　　構　　成：

①工業用パソコン ２台

②ディスプレイ装置 ４台

③ＯＡデスク ２台

　　　　監視点数：

①ＤＩ 約２９６５点

②ＤＯ 約５０５点

③ＡＩ 約４９３点

④ＡＯ 約７１点

⑤ＰＩ 約２８点

　　　　監視・操作機能：

①グラフィック表示

②トレンドグラフ表示

③グループ表示

④システム状態表示

⑤メッセージ一覧表示

⑥アラーム一覧表示

⑦信号一覧表示

⑧データメンテナンス

⑨帳票印字要求

⑩定数設定

　　　　そ の 他：基山浄水場の監視制御機能を追加する

１．機器仕様
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２） 支援用ＰＣ

　　　　形　　式：コントロールデスク形

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ

　　　　構　　成：

①工業用パソコン １台

②ディスプレイ装置 １台

③ＯＡデスク １台

　　　　機器仕様：

①サーバ盤より以下の情報提供を受ける

・需要予測

・帳票管理

・電力データ監視及び管理

・広域残塩データ管理

・薬品注入制御

②汎用ソフトExcel等を使用しての帳票等の編集が可能

３） 帳票用ＰＣ

　　　　形　　式：コントロールデスク形

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ

　　　　構　　成：

①工業用パソコン １台

②ディスプレイ装置 １台

③ＯＡデスク １台

　　　　機器仕様：

①支援用サーバより以下の情報提供を受ける

・需要予測

・帳票管理

・電力データ監視及び管理

・広域残塩データ管理

②汎用ソフトExcel等を使用しての帳票等の編集が可能

４） 帳票用プリンター

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ

　　　　構　　成：

①カラーレザープリンター １台

②専用プリンター卓 １台

５） メッセージ用プリンター

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ

　　　　構　　成：

①カラーレザープリンター １台

②専用プリンター卓 １台

６） ハードコピー用プリンター



　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ

　　　　構　　成：

①カラーレザープリンター １台

②専用プリンター卓 １台

７） サーバ盤

　　　　形　　式：屋内自立式（鋼板製）

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ800ｍｍ×Ｈ2350ｍｍ×３面構成

　　　　　（ベース含む）

　　　　構　　成：

①サーバ １式

　　（制御、支援、凝集用） １台

　　　　監視点数：

①ＤＩ 約２９６５点

②ＤＯ 約５０５点

③ＡＩ 約４９３点

④ＡＯ 約７１点

⑤ＰＩ 約２８点

　　　　ファイリング機能：

①定周期データ収集

②短周期データファイリング

③時、月、年単位データファイリング

　　　浄水場運転管理に必要なデータが１５年分保存可能な

　　　こと。ただし、サーバの保存期間が１５年に満たない

　　　場合は、サーバ容量を超過する期間について外部保存

　　　機器を準備することも可能とする。

④アラーム履歴ファイリング

　　　　機器仕様：

①支援用サーバより以下の情報提供を受ける

・需要予測

・帳票管理

・電力データ監視及び管理

・広域残塩データ管理

②画像処理型凝集センターによる水質制御機能

　　　画像凝集用ＰＣ含む

８） 画像凝集センサ

　　周囲環境条件：温度　0～40℃　湿度　8％以下

　　　　設置条件：屋内　中腐食、腐食性ガス無きこと

　　　　　　　　　標高　0～1000ｍ

　　　試料水条件：温度　5～35℃

　　　　　　　　　濁度　300度以下



　　　　　　　　　色度　150度以下

　　　　　　　　　ｐＨ　6.2～7.5

　　　　　　　　　流量　3～5　L/min

　　　　　　　　　圧力　0.05　MPaG

　　　対物レンズ：倍率　10

　　　　　　　　　Ｃマウント

　　　　　　　　　レンズ分解能　約1μｍ

　　　　　　　　　被写界深度　約10μｍ

　　　　　　照明：光源　ＬＥＤ

　　　　　　　　　光源色　白色

　　　　　　　　　照射方式　透過光

　　　　　　　　　光源形　平行光

　　　　　カメラ：画素　300万画素以上

　　　　　　　　　色　カラー

　　　　　　　　　画素サイズ　4.4×3.45μｍ

　　　　　　　　　熱対策　放熱フィン

　（２）ＩＴＶ操作卓

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：コントロールデスク形

　　　　概略寸法：Ｗ1200ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ×２組

　　　　　　　　　Ｗ 800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ×１組

　　　　構　　成：

１） ＯＡデスク ３台

　　　　そ の 他：操作卓のみ実装、モニタは既設流用とする。

　（３）ＷＥＢサーバー

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：コントロールデスク形

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ

　　　　構　　成：

１） 工業用パソコン １台

２） ディスプレイ装置 １台

３） ＯＡデスク １台

　　　　機器仕様：

１） LＣＤより以下の情報提供を受ける

①最新アラーム表示

②グラフィック表示

③計測値一覧画面

④トレンド画面



２） 帳票サーバより以下の情報提供を受ける

①需要予測

②帳票管理

③電力データ監視及び管理

④広域残塩データ管理

　（４）魚類監視操作卓

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：コントロールデスク形

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ

　　　　構　　成：

１） ＯＡデスク １台

　（５）大型モニタ

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：屋内スタンド形

　　　　サ イ ズ：５０インチ

　　　　台　　数：２台

　　　　そ の 他：付架台、切替操作端末，移動可能であること。

　　　　　　　　　通常配置場所には金具又はベルト等で固定すること。

　（６）管理本館プロセスコントローラ盤

　　　　数　　量：３面

　　　　形　　式：屋内自立形（鋼板製）

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ800ｍｍ×Ｈ2350ｍｍ×３面構成（ベース含む）

　　　　構　　成：

１） プロセスコントローラ １式

２） Ｉ/Ｏ基板 １式

３） 盤内灯 １式

　　　　監視点数：

１） ＤＩ 約４９７点

２） ＤＯ 約１３２点

３） ＡＩ 約５６点

　　　　特記事項：電源不調に対策として、スイッチング電源（またはパワーサプ

　　　　　　　　　ライによる電源2重化対策）を取り付けること。

　　　　　　　　　プロセスコントローラの電源ユニットの予備を収めること。

　（７）場外系テレメータ盤

　　　　数　　量：３面

　　　　形　　式：屋内自立形（鋼板製）



　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ800ｍｍ×Ｈ2350ｍｍ×３面構成（ベース含む）

　　　　構　　成：

１） テレメータ装置（親局） １式

２） 盤内灯 １式

３） 取水量通信装置 １式

　　　　監視点数：

１） ＤＩ 約１２４１点

２） ＤＯ 約１６５点

３） ＡＩ 約２８５点

４） ＡＯ 約７１点

５） ＰＩ 約２８点

　　　対象機場：　簑原（みやき町）

　 綾部（みやき町）

　 東分（みやき町）

　 新町（みやき町）

　 屋形原（上峰町）

　 中副学校前（吉野ヶ里町）

　 飯町（神埼町）

　 西渕（佐賀市）

　 金立（佐賀市）

　 下津毛（上峰町）

　 藤ノ木東（北・東）（神埼市）

　 曽根（吉野ヶ里町）

　 中副（吉野ヶ里町）

　 神納（神埼町）

　 大門（神埼町）

　 日の隅（神埼町）

　 大堂（佐賀市）

　 下武（佐賀市）

　 渕（佐賀市）

　 山領（佐賀市）

　 為重（佐賀市）

　 船津（佐賀市）

　 基山浄水場

　 本庁

　 三養基営業所

　　　　特記事項：水資源機構（筑後川局）への取水量データ通信のため、送信装

　　　　　　　　　置の取り付けと調整を行うこと。

　（８）ＩＴＶ制御盤（管理本館）機能増設



　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：ＩＴＶカメラ７台追加に伴う盤内改造を行う。

　（９）急速ろ過設備プロセスコントローラ盤

　　　　数　　量：２面

　　　　形　　式：屋内自立形（鋼板製）

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ800ｍｍ×Ｈ2350ｍｍ（ベース含む）

　　　　構　　成：

１） プロセスコントローラ １式

２） Ｉ/Ｏ基板 １式

３） 操作タッチパネル １式

４） 盤内灯 １式

　　　　監視点数：

１） ＤＩ 約４８６点

２） ＤＯ 約１００点

３） ＡＩ 約５０点

４） ＡＯ 約１８点

　　　　特記事項：電源不調に対策として、スイッチング電源（またはパワーサプ

　　　　　　　　　ライによる電源2重化対策）を取り付けること。

　（１０）送水設備プロセスコントローラ盤　機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：ＬＣＤ監視装置更新に伴い、接点調整及び試験を行う。

　（１１）ＩＴＶ制御盤（送水ポンプ棟）機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：ＩＴＶカメラ１台追加に伴う盤内改造を行う。

　（１２）濃縮設備伝送装置盤　機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：取水設備プロセスコントローラ盤更新に伴い、接点調整及

　　　　　　　　　　　び試験を行う。

　（１３）取水設備プロセスコントローラ盤

　　　　数　　量：２面

　　　　形　　式：屋内自立形（鋼板製）

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ800ｍｍ×Ｈ2350ｍｍ×２面構成（ベース含む）

　　　　構　　成：

１） プロセスコントローラ １式

２） Ｉ/Ｏ基板 １式



３） 盤内灯 １式

　　　　監視点数：

１） ＤＩ 約３５７点

２） ＤＯ 約４７点

３） ＡＩ 約４５点

　　　　特記事項：電源不調に対策として、スイッチング電源（またはパワーサプ

　　　　　　　　　ライによる電源2重化対策）を取り付けること。

　（１４）ＩＴＶ制御盤（取水ポンプ棟）機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：ＩＴＶカメラ１台追加に伴う盤内改造を行う。

　（１５）ＩＴＶカメラ

　　　　数　　量：７台

　　　　形　　式：ドーム型ネットワークカメラ

　　　　電　　源：ＡＣ２４ＶまたはＰｏＥ＋(ＩＥＥＥ８０２．３ａｔ準拠)

　　　　撮像素子：約１３０万画素　１/３型ＭＯＳセンサ

　　　　レ ン ズ：ズーム比約１８倍、３６倍(光学ズームＶＧＡ解像度使用時)

　　　　旋回角度：（水平）０～約３５０°　（垂直）０～約９０°

　　　　使用環境温度：約-１０～５０℃

　　　　付 属 品：

１） 専用取付金具 １式

２） 屋外用ハウジング １式

　　　　設置場所：送水棟Ｂ１F（屋内）、取水棟Ｂ１F（屋内）、正門付近（屋外）

　　　　　　　　　白壁ポンプ場Ｂ１F（屋内）、中原調整池Ｂ１F（屋内）

　　　　　　　　　西渕流量監視局建屋上部（屋外）、西渕流量監視局Ｂ１F（屋内）

３） 赤外線投光器 ７台

　　　　形　　式：赤外線投光器（屋外系）

　　　　最大照射距離：約１００ｍ

　　　　電　　源：ＡＣ１００Ｖ（暗闇自動感知によるＯＮ－ＯＦＦ機能付）

　　　　付 属 品：専用取付金具 １式

　（１６）テレメータ盤（白壁ポンプ場）機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：

１） 通信方式を専用回線からVPN回線へ変更する。

２） 配線用遮断器　MCCB 3P 50AF　１台追加

３） 上記変更に伴う、テレメータ装置改造を行う。



　（１７）ＩＴＶ制御盤（白壁ポンプ場）機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：ＩＴＶカメラ１台追加に伴う盤内改造を行う。

　（１８）テレメータ・ＩＴＶ制御盤（中原調整池）機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：

１） 通信方式を専用回線からVPN回線へ変更する。

２） ＩＴＶカメラ１台追加に伴う盤内改造を行う。

３） 配線用遮断器　MCCB 3P 50AF　１台追加

４） 上記変更に伴う、テレメータ装置改造を行う。

　（１９）ＩＴＶ制御盤（西渕流量監視局）

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：屋内自立形（鋼板製）

　　　　概略寸法：Ｗ600ｍｍ×Ｄ600ｍｍ×Ｈ1650ｍｍ（ベース含む）

　　　　構　　成：

１） 監視カメラ用デジタルビデオレコーダ １式

（監視カメラ台数：２台）

２） 伝送用ルータ １式

３） 盤内灯 １式

　（２０）テレメータ装置（場外子局）機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　台　　数：２２組

　　　　機能増設仕様：

１） 通信方式を専用回線からVPN回線へ変更する。

２） 上記変更に伴う、テレメータ装置改造を行う。

３） 各故障信号（ELCBトリップ、ELR動作、MCCBトリップ）、各負荷ブレーカ

ーごとを個別に中央警報に取り込む

　　　対象機場：　簑原（みやき町）

　　　　　　　　　綾部（みやき町）

　　　　　　　　　東分（みやき町）

　　　　　　　　　新町（みやき町）

　　　　　　　　　屋形原（上峰町）

　　　　　　　　　中副学校前（吉野ヶ里町）

　　　　　　　　　飯町（神埼市）

　　　　　　　　　西渕（佐賀市：子）、金立（佐賀市：孫）

　　　　　　　　　（西渕、金立については第８章参照）



　　　　　　　　　下津毛（上峰町）

　　　　　　　　　曽根（吉野ヶ里町）

　　　　　　　　　藤ノ木東（東・北）（神埼市）

　　　　　　　　　中副（吉野ヶ里町）

　　　　　　　　　神納（神埼市）

　　　　　　　　　大門（神埼市）

　　　　　　　　　日の隅（神埼市）

　　　　　　　　　大堂（佐賀市）

　　　　　　　　　下武（佐賀市）

　　　　　　　　　渕（佐賀市）

　　　　　　　　　山領（佐賀市）

　　　　　　　　　為重（佐賀市）

　　　　　　　　　船津（佐賀市）

　　　　　　　　　基山浄水場

　（２１）ＷＥＢ監視用ＰＣ（本庁）

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：ＷＥＢ監視用ノートＰＣ

　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ

　　　　構　　成：

１） ＷＥＢ監視用ノートパソコン １台

①ＣＰＵ ２．２ＧＨＺ以上

②主記憶装置 ４ＧＢ以上

③モニタ １５インチ以上

　　　　機器仕様：

１） ＷＥＢサーバより以下の情報提供を受ける

①最新アラーム表示

②グラフィック表示

③計測値一覧画面

④トレンド画面

２） 帳票サーバより以下の情報提供を受ける

①需要予測

②帳票管理

③電力データ監視及び管理

④広域残塩データ管理

なお、ノートパソコンは汎用品とする。

　（２２）ＷＥＢ監視用ＰＣ（三養基営業所）

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：ＷＥＢ監視用ノートＰＣ



　　　　概略寸法：Ｗ800ｍｍ×Ｄ1100ｍｍ×Ｈ700ｍｍ

　　　　構　　成：

１） ＷＥＢ監視用ノートパソコン １台

①ＣＰＵ ２．２ＧＨＺ以上

②主記憶装置 ４ＧＢ以上

③モニタ １５インチ以上

　　　　機器仕様：

１） ＷＥＢサーバより以下の情報提供を受ける

①最新アラーム表示

②グラフィック表示

③計測値一覧画面

④トレンド画面

２） 帳票サーバより以下の情報提供を受ける

①需要予測

②帳票管理

③電力データ監視及び管理

④広域残塩データ管理

なお、ノートパソコンは汎用品とする。

　（２３）基山プロセスコントローラ盤　機能増設

　　　　数　　量：１式

　　　　機能増設仕様：北茂安浄水場のＨＩＳに監視制御機能追加に伴う改造を行

　　　　　　　　　　　う。

　（２４）エクステンダー

　　　　数　　量：１式（管理本館）

　　　　寸　　法：メーカー標準仕様

１） エクステンダー １式

２） その他必要なもの １式

　（２５）付属品・予備品

　　　　数　　量：１式

　　　　内　　訳：

１） デスク内警報ベル １式

２） 正門操作機（既設品組替） １式

３） 多機能電話機（既設品組替）　　　 １式

４） その他必要なもの １式



　本工事は、金立圧送所および西渕監視局の電気設備更新工事を行うものである。

主な設置機器として、引込計器盤、計装テレメータ盤、計装機器とし、設置機器間

に接続する動力・制御・計装ケーブルは全て更新を行うものとする。

１．工事範囲

　本工事の工事範囲は次の通りとする。

　（１）第３節に記載の機器製作、据付工事

　（２）第３節に記載の機器間の配線配管工事

　（３）既設盤撤去工事

　（４）既設配線配管撤去工事

　（５）掘削及び埋戻し等土工事

　（６）接地線布設工事

　（７）上記に伴う諸工事

１．設備機器

　本工事に含まれる機器は次の通りとする。

　（１）計装テレメータ盤(金立) １面

　（２）床排水ポンプ(金立) １台

　（３）排水ピット電極(金立) １組

　（４）１次圧力計(金立) １組

　（５）２次圧力系(金立) １組

　（６）送水流量計(金立) １組

　（７）引込計器盤(西渕) １面

　（８）動力制御コントローラ盤(西渕) １面

　（９）電灯分電盤(西渕) １面

　（１０）床排水ポンプ(西渕) １台

　（１１）排水ピット電極(西渕) １組

　（１２）１次圧力計(西渕) １組

　（１３）２次圧力計(西渕) １組

　（１４）３次圧力計(西渕) １組

第８章　流 量 監 視 設 備

第１節　概　　要

１．概　　要

第２節　工 事 範 囲

第３節　設 備 機 器



　（１５）送水流量計(西渕) １組

　（１６）付属品・予備品 １式

　機器仕様は以下の通りとする。

　（１）計装テレメータ盤(金立)

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：屋外壁掛形

　　　　概略寸法：Ｗ1600ｍｍ×Ｄ400ｍｍ×Ｈ1100ｍｍ

　　　　盤面取付器具：

１） 名称銘板 １式

２） 換気口 １式

　　　　盤内パネル面取付器具：

１） 電源表示灯 １式

２） 集合故障表示灯（４窓） １式

３） 操作スイッチ（停止－運転） １個

４） 同上用表示灯（Ｒ-Ｇ） １式

５） 押ボタンスイッチ(表示復帰･ランプテスト) ２個

　　　　盤内取付器具：

１） 漏電遮断器（２Ｐ ５０ＡＦ） ８個

２） 配線用遮断器（２Ｐ ５０ＡＦ） ３個

３） 電源用アレスタ １台

４） 計装用アレスタ １式

５） ＮＴＴ回線用アレスタ １式

６） 計装電源装置 １式

７） アイソレータ １式

８） 電磁流量計変換器取付スペース １式

９） 非可逆回路（０．２５ｋＷ） １組

１０） 熱動継電器 １式

１１） 補助継電器 １式

１２） テレメータ装置（子局） １式

　　　　機器仕様：

①電　　源　　ＡＣ１００Ｖ

②設置場所　　計装テレメータ盤内収納

③必要機能　　北茂安浄水場親局（既設）との信号伝送

④伝送速度　　北茂安浄水場間　（ＶＰＮ回線）

⑤入出力点数　北茂安浄水場間 ＤＩ：４点

ＡＩ：３点

１．機器仕様

第４節　機 器 仕 様



ＰＩ：１点

各故障信号（ELCBトリップ、ELR動作、MCCBトリップ）、各負荷ブレーカ

ーごとを個別に中央警報に取り込む

１３） 換気ファン １式

１４） スペースヒータ １式

　　　　屋根部取付器具：

１５） 吊りボルト １式

　　　　設置場所：金立圧送所

　　　　特記事項：計装ループの電源分割を適切に行うこと。

　　　　　　　　　盤内にＮＴＴ回線用の避雷器を収納のこと。

　（２）床排水ポンプ

　　　　数　　量：１台

　　　　機器仕様：

１） 形　　式　　水中ポンプ（汚水用）

２） モータ出力　０．２５ｋｗ

３） 電　　源　　１φ １００Ｖ

４） 運転方法　　４Ｐ電極による自動運転および盤面操作スイッチによ

　　　　　　　　　る手動運転

５） 吐出口径　　５０Ａ

　　　　設置場所：金立圧送所

　（３）排水ピット電極

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：

１） 形　　式　　電極棒式

２） 用　　途　　減圧弁室内排水ピットレベル検知用

　　　　　　　　　（排水ポンプ自動制御用及び水位警報用）

３） 運転方法　　４Ｐ　電極保持器・セパレータ付

　　　　設置場所：金立圧送所

　（４）１次圧力計(金立)

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：

１） 測定方式　　圧力伝送器

２） 測定範囲　　０～１．５ＭＰａ

３） 電　　源　　ＤＣ ２４Ｖ

４） 出力信号　　ＤＣ ４～２０ｍＡ

５） 検 出 器　　１台



　　　　設置場所：金立圧送所

　　　　特記事項：導圧用配管は既設流用とする。

　（５）２次圧力計(金立)

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：

１） 測定方式　　圧力伝送器

２） 測定範囲　　０～１．５ＭＰａ

３） 電　　源　　ＤＣ ２４Ｖ

４） 出力信号　　ＤＣ ４～２０ｍＡ

５） 検 出 器　　１台

　　　　設置場所：金立圧送所

　　　　特記事項：導圧用配管は既設流用とする。

　（６）送水流量計(金立)

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：

１） 測定方式　　電磁式水道メーター

２） 口　　径　　２５０φ

３） 測定範囲　　０～１０００ｍ3／ｈ

４） 電　　源　　ＡＣ １００Ｖ

５） 出力信号　　ＤＣ ４～２０ｍＡ

６） 検 出 器　　１台（専用ケーブル含む）

　※専用ケーブル接続部については、水中形＋端子箱樹脂充填形とする。

７） 変 換 器　　１台（計装テレメータ盤内に収納）

　　　　設置場所：金立圧送所

　（７）引込計器盤(西渕)

　　　　数　　量：１面

　　　　形　　式：屋外壁掛形（ＳＵＳ製）

　　　　概略寸法：Ｗ300ｍｍ×Ｄ250ｍｍ×Ｈ900ｍｍ

　　　　盤面取付器具：

１） 名称銘板 １式

２） 電力量計覗窓 １式

　　　　盤内取付器具：

１） 電力量計(電力会社支給品) １式

２） 電流制限器(電力会社支給品) １式

３） 漏電遮断器(３Ｐ５０ＡＦ オートリセットブレーカ－) １台

４） 漏電遮断器(２Ｐ５０ＡＦ オートリセットブレーカ－) １台

５） スペースヒータ（ＡＣ１１０Ｖ ５０Ｗ） １台



　　　　設置場所：西渕監視局

　（８）動力制御コントローラ盤(西渕)

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：屋内自立形（ＳＳ製）

　　　　概略寸法：Ｗ2100ｍｍ×Ｄ800ｍｍ×Ｈ1900ｍｍ

　　　　盤面取付器具：

１） 名称銘板 １式

２） 電源表示灯 １式

３） 集合故障表示灯（１１窓） １式

４） 操作スイッチ（閉－停止－開） １個

５） 同上用表示灯（Ｒ-Ｇ‐Ｒ） １式

６） 操作スイッチ（停止－運転） １個

７） 同上用表示灯（Ｒ-Ｇ） １個

８） マイクロコマンドスイッチ(手動-自動) ２個

９） 押ボタンスイッチ ３個

 (表示復帰･ランプテスト･警報停止) 

１０） デジタル指示計（6桁以上） ２個

１１） 広角指示計取付スペース １式

１２） ＬＣＤタッチパネル １台

　　　　盤内取付器具：

１） 漏電遮断器（３Ｐ ５０ＡＦ） ２個

２） 漏電遮断器（２Ｐ ５０ＡＦ） １１個

３） 電源用アレスタ １式

４） 計装用アレスタ １式

５） ＮＴＴ回線用アレスタ １式

６） 計装電源装置 １式

７） アイソレータ １式

８） 電磁流量計変換器取付スペース １式

９） 減圧弁コントローラ(森田鉄工所) １式

１０） 可逆回路（０．４７ｋｗ　ＳＣ） １組

１１） 非可逆回路（０．４ｋｗ） １組

１２） 熱動継電器 １式

１３） 補助継電器 １式

１４） テレメータ装置（子局） １式

　　　　機器仕様：

①電　　源　　ＡＣ１００Ｖ　ＣＰＵ２重化

②設置場所　　動力制御コントローラ盤内収納

③必要機能　　北茂安浄水場親局（既設）との信号伝送

　　　　　　　タッチパネル制御、流量制御



　※中央の制御スケジュールと同期し、現場単独で金立流量を含めた全自

　　動演算制御が可能であること。

④伝送速度　　北茂安浄水場間　（ＶＰＮ回線）

⑤入出力点数　北茂安浄水場間 ＤＩ：２２点

ＤＯ：９点

ＡＩ：１４点

ＡＯ：３点

ＰＩ：１点

⑥入出力点数　制御用 ＤＩ：２３点

ＤＯ：８点

ＡＩ：１４点

ＡＯ：３点

ＰＩ：１点

各故障信号（ELCBトリップ、ELR動作、MCCBトリップ）、各負荷ブレーカ

ーごとを個別に中央警報に取り込む

１５） 換気ファン １式

１６） スペースヒータ １式

　　　　設置場所：西渕監視局

　　　　特記事項：減圧弁コントローラは既設減圧弁と整合性のあるものとし、中

　　　　　　　　　央および現場で自動制御が可能なものとする。

　　　　　　　　　計装ループの電源分割を適切に行うこと。

　　　　　　　　　盤内にＮＴＴ回線用の避雷器を収納のこと。

　（９）電灯分電盤(西渕)

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：屋内自立形（ＳＳ製）

　　　　概略寸法：Ｗ500ｍｍ×Ｄ120ｍｍ×Ｈ500ｍｍ

　（１０）床排水ポンプ(西渕)

　　　　数　　量：１台

　　　　機器仕様：

１） 形　　式　　水中ポンプ（汚水用）

２） モータ出力　０．４ｋｗ

３） 電　　源　　１φ １００Ｖ

４） 運転方法　　４Ｐ電極による自動運転および盤面操作スイッチによる手動

　　　　　　運転

　　　　　　中央監視制御装置からの遠隔運転

５） 吐出口径　　５０Ａ

　　　　設置場所：西渕監視局



　（１１）排水ピット電極

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：

１） 形　　式　　電極棒式（Ｔｉ）

２） 用　　途　　減圧弁室内排水ピットレベル検知用

　　　　　　　　　（排水ポンプ自動制御用及び水位警報用）

３） 運転方法　　４Ｐ　電極保持器・セパレータ付

　　　　設置場所：西渕監視局

　（１２）１次圧力計(西渕)

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：

１） 測定方式　　圧力伝送器

２） 測定範囲　　０～１．５ＭＰａ

３） 電　　源　　ＤＣ ２４Ｖ

４） 出力信号　　ＤＣ ４～２０ｍＡ

５） 検 出 器　　１台

　　　　設置場所：西渕監視局

　　　　特記事項：導圧用配管は既設流用とする。

　（１３）２次圧力計(西渕)

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：

１） 測定方式　　圧力伝送器

２） 測定範囲　　０～１．０ＭＰａ

３） 電　　源　　ＤＣ ２４Ｖ

４） 出力信号　　ＤＣ ４～２０ｍＡ

５） 検 出 器　　１台

　　　　設置場所：西渕監視局

　　　　特記事項：導圧用配管は既設流用とする。

　（１４）３次圧力計(西渕)

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：

１） 測定方式　　圧力伝送器

２） 測定範囲　　０～１．０ＭＰａ

３） 電　　源　　ＤＣ ２４Ｖ

４） 出力信号　　ＤＣ ４～２０ｍＡ

５） 検 出 器　　１台

　　　　設置場所：西渕監視局



　　　　特記事項：導圧用配管は既設流用とする。

　（１５）送水流量計(西渕)

　　　　数　　量：１組

　　　　機器仕様：

１） 測定方式　　電磁式

２） 口　　径　　５００φ

３） 測定範囲　　０～３５００ｍ3／ｈ

４） 電　　源　　ＡＣ １００Ｖ

５） 出力信号　　ＤＣ ４～２０ｍＡ

６） 検 出 器　　１台（専用ケーブル含む）

※専用ケーブル接続部については、水中形＋端子箱樹脂充填形とする。

７） 変 換 器　　１台（計装テレメータ盤内に収納）

　　　　付 属 品：

８） フランジ接続用　ボルト・ナット・パッキン類（絶縁用部材含む）

　　　　設置場所：西渕監視局

　（１６）付属品・予備品

　　　　数　　量：１式

　　　　内　　訳：

１） 付属品（メーカ標準） １式

２） テレメータ装置モジュール １式

①メインプロセッサモジュール 子局毎に１枚

②Ｉ／Ｏモジュール 子局毎に１枚

③バッテリーモジュール 子局毎に１枚

④電源モジュール 子局毎に１枚

⑤モデムモジュール 子局毎に１枚

３） ヒューズ類 各種１００％

４） ランプ（LED）類 各種１個

５） 補助リレー類 各種１個

６） 付属品・予備品箱 1個



　本工事は、管理棟本館空調・照明設備の一部を除き撤去を行い、更新を行う。省

エネを考慮した設備とし，空調コントローラを通じて管理ができるものとする。

また、本工事に係る建築及び照明等の付帯設備の復旧工事についても含むものとす

る。

１．工事範囲

　本工事の工事範囲は次の通りとする。

　（１）第３節に記載の機器間の配線配管工事

　（２）上記に伴う諸工事

１．設備機器

　本工事に含まれる機器は次の通りとする。

　（１）空調設備 １式

　（２）照明設備 １式

　（３）建具（窓及び内装）改修 １式

　（４）付属品・予備品 １式

　（５）各機器故障取込　機能増設 １式

　機器仕様は以下の通りとする。

　（１）空調設備機器

１） エアコン １式

２） 全熱交換器 １式

３） 集中コントローラー １式

　（２）空調設備工事

１）  取付費 １式

２） 配管工事 １式

３） ダクト工事 １式

１．機器仕様

第９章　建 築 付 帯 設 備

第１節　概　　要

１．概　　要

第２節　工 事 範 囲

第３節　設 備 機 器

第４節　機 器 仕 様



４） 配線工事 １式

５） 撤去工事 １式

６） 内装工事 １式

　（３）照明設備

１）  取付費 １式

２） 配線工事 １式

３） 撤去工事 １式

４） 内装工事 １式

　（４）窓改修ほか

１）  取付費 １式

２） 窓改修工事 １式

３） 内装工事（カーテン・ブラインド含む） １式

　（５）監視設備更新に関わる書庫

１）  新設書庫（可動式）（材工共） １式

　　　　数　　量：１式

　　　　形　　式：高耐荷重スチールラック（可動式）

　　　　概略寸法：Ｗ1800ｍｍ×Ｄ450ｍｍ×Ｈ1800ｍｍ

２） 既存品の移設作業 １式

　（６）その他必要なもの １式



　本工事で各設備（材料含む）に必要な盤、機器の据付、盤改造及び配線工事、試

験調整を行うとともに本工事に伴う土木建築工事及び付帯する設備等の撤去、復旧

を行うものである。なお、工事範囲にアスベストを含む建材を確認しているため、

除去時の飛散防止対策を行い石綿含有廃棄物は適切に処分する。

　（１）機器据付

　（２）盤改造

　（３）機器試験

　（４）既設撤去

　（５）新設配線

　（６）既設配線撤去

　（７）仮設、仮置

　（８）復旧

　（９）中央改修工事

　　　　中央操作室の天井、窓、空調、照明等の改修、計算機室の床等の補修及び

　　　　間仕切りの新設及び移設に伴う補修を行う。また、内装は機密性に優れ、

　　　　場内各施設の監視操作を行う環境に適した工事を行うこと。

　　　　（建築付帯設備・機械設備は，電気設備工事に含む。）

１） 仮設工事

２） 天井張替工事

３） 窓改修に伴う壁補修工事

４） 中央操作室更新に伴うフリーアクセスの部分張替工事

５） 間仕切工事

６） 電気工事

　（１０）発生材の処分（適正な処分を行うこと）

　（１１）その他必要なもの

　（１２）注意事項

　　　　　本工事範囲には，アスベスト調査による結果よりアスベストが検出され

　　　　　ている。実施条件として一部の中央操作室は作業停止が伴うため，要協

　　　　　議を行うこと。

第１０章　工 事

第１節　概　　要

１．概　　要
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